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＜環境保全への行動指針＞

１ ．建設機械・工事車両等の使用する燃料や排出する二酸化炭素の低減・削減に努めます。

２ ．自然環境に配慮した建設機械や工法を選択し、自然環境を考慮した施工に努めます。

３ ．一般廃棄物・産業廃棄物の削減に努力し、建設リサイクル活動の推進に努めます。

４ ．節水活動を行い、水道使用量の削減に努めます。

５ ．現場用品・事務用品は出来る限り環境に良い品物を選んで使用するよう努めます。

６ ．エコ活動通じて、活気ある明るい職場づくりの推進に努めます。

７ ．地域の社会貢献活動を積極的に参加するよう努めます。

８ ．環境経営方針を弊社に関わる全ての方々に周知徹底・共有し実現に努めます。

　有限会社糸乗建設は、地域社会への貢献と共存を図る為、地域と共に住みよい暮らし・発
展を目指して建設業・運送業を通じ地球温暖化のリスク低減に取組み、地域への環境活動を
推進します。また、環境経営方針を確実に行う為、法令を遵守し、継続的な改善に努めなが
ら下記の活動を推進していきます。

環境経営方針

2021年4月1日　改定



□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

株式会社糸乗建設
代表取締役　糸乘　直希

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県豊岡市日高町名色1469-1
日高営業所 兵庫県豊岡市日高町奈佐路752
資材置場 兵庫県豊岡市日高町名色1484-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 総務部長　 成田　和也 TEL：0796-20-7447

担当者 成田　和也 TEL：　同上
（４） 事業内容

土木構造物の施工・管理、資材運搬、

（５） 事業の規模
売上高 万円 （2021年3月～2022年2月）

従業員　　　　　 名 名 名
延床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社糸乗建設
対象事業所： 本　　　社

日高営業所

資材置場

対象外： なし

活動： 土木構造物の施工・管理、資材運搬、

□事業や製品（商品）の紹介

SDGS事業認定

[

合計

1953.71

本　　　社 日高営業所

31.35

同上

24名
1,985㎡

49,900

0 24
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

ドローン事業部

土木部門 運搬部門 ドローン部門営業部門

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

全従業員

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

環境管理責任者

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
役割・責任・権限

工事部

部門長

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営レポートの確認

2021年5月15日

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

社長

・環境管理責任者を任命

工事部

環境管理
責任者

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

ドローン事業部 ・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

運搬部門



□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

kg
kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 2018年度関西電力の調整後の係数を使用。　
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

※2
✕

〇

〇

※1　2022年1月1日～2022年12月31日

※2　環境経営目標の二酸化炭素排出量には規模の大きな電力使用、車両燃料のみを集計

（目標）

598,134

594,809

180

3,360

0.9 0%

90%

0

97% 96%

上段： 通期

0.8

252

93%

0

2024年

（目標）

0

一般廃棄物の削減

3,325

基準年度比 2021年 98% 109%

（基準年) （実績） （目標）

評
価

環境に配慮した工事の
推進 ダンプの燃費、環境配した工法の提案

96% 95%

604,365
98%

90%
324水道水の削減 ㎥ 352 334 252

kg 200 186 270 186

93% 133%

2021年 95% 29% 92%

　一般廃棄物排出量 99 200 270
0

0.334

　産業廃棄物排出量 4,852
総排水量 295 352

200 0
二酸化炭素総排出量 596,766

0.7

混合廃棄物の削減

317
基準年度比

基準年度比 2021年

廃棄物排出量 4,951
626,261 631,904

12か月　※1

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 3,500 3,430 4,002

項　目 2020年 2021年 2022年

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値(2021) 2022年1月～12月 2023年

中段：

601,004

2021年

※3　化学物質の使用は、ありません。

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 619,592 607,200 620,422

基準年度比 2021年

136%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 623,093 610,631 624,425

kg 0 0 0

基準年度比



□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

992

達成状況

532

1,381
1,132 1,310 1,260

15,157 13,950

1,044532 567

10月 11月
965 1,079 1,319 1,489

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,396

994

12月7月

1,012

8月 9月
1,226

856

12月11月10月9月8月
683

・燃料高騰の中、車両・重機の使用で燃料消費は増えました。た
だ、燃費向上など社員に環境配慮への関心が深まった。
・次年度もアイドリング運転を減らすよう燃費向上を意識し環境へ
配慮した運転に努める。

・エコドライブ推奨

1,519 1,379 799 1,069 1,315

7月
1,476 1,155 1,155 803 798

514

6月5月4月3月2月1月

〇

1,245

○
✕

10,568 14,103 19,210 18,283

・分別の徹底

745 538

数値目標

3月 4月 6月
930 1,206 1,351 1,084

・効率的なルートで配送

6月

19,189

1,387

23,009 18,423 14,008 15,614
4月 5月

26,158 13,183 18,994
25,184

7月 8月 9月 11月 12月
25,871

10月
18,55220,863

1,328 1,5291,291879 842 815 1,151

17,865

取組結果とその評価、次年度の取組内容
・一般廃棄物（事業ごみ）として処理している為、削減は未達成。

27,609 30,302

・乗り合い移動 〇

1月 2月

0

達成状況

数値目標 ✕

1月 2月 3月

5月

○
・シュレッダー廃紙の再利用化

16,937 13,427
18,868

△
・ぺーパーレス推進 △

796

・残業削減 〇

○

・週休2日の推進 〇

1,042 693

・不要照明の消灯 △

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

数値目標 ✕ ・コロナ禍の影響で事務的作業が多く電力利用も増加した。
・次年度は、なお一層の節電が出来るよう全社員で努力する。・空調温度の適正化
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取組紹介欄

2021年

2022年

混合廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した工事の推進

20
21 14

10月 11月
19 1321

19 30 29 18 18 16

取組結果とその評価、次年度の取組内容

10月
0 0

40

0

10月 11月
40

0 0

7月 9月 11月

71 70
3月 4月

14 19

・節水の効果が微量ながら良くなっている。
・次年度は洗車に利用する水を地下水にする等が今後の課題で、
今後も節水に努める。
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00
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・次年度も分別により一層努める。

12月

0 40 0 20

取組結果とその評価、次年度の取組内容
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達成状況
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数値目標
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12 21 20 25 24
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23

5月
2344

2月 3月

✕
・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・分別の推進 △

4月 5月1月

・環境に有益な工法を提案する。 ○ ・ICT活用やドローン運用で発注者とのコミュニケーションがとれ、な
お環境に配慮した工法提案ができた。
・次年度もより一層のICTやドローン運用等の技術を取り入れたい。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

達成状況

0 0 0 0 0

数値目標 〇

0 0 0 0 0
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

□代表者による全体の評価と見直し・指示

代表取締役 糸乘　直希 実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

2023/6/6 日高営業所事務所

全社員

・通報訓練、油吸着手順確認

油類流出事故対応手順書が有効で、改訂箇所の無いことを確認しました。

火災対応手順書が有効で、改訂箇所の無いことを確認しました。

職長および責任者

2023/6/6 日高営業所事務所(ドローン事業部)

・通報訓練、消火訓練、避難訓練および月例会議

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

適用される法規制

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

油類・有害物質の保管

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁法

建設リサイクル法 解体工事、建設副産物

下水道法
消防法（危険物） 危険物の保管なし
フロン排出抑制法

廃棄物処理法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

排水基準

顧客要求事項 安全施工
業務用空調機

空気圧縮機

2023年1月6日
EA21の取組みを開始して全社員の節水・節電・燃料削減への意識が昨年度以上に浸透してきた事は評価しています。
今後もICT・ドローン等の新技術を多く取入れ、環境に配慮しながら業務に努めるよう全社員に指示をします。



□これまでの環境活動の紹介

元請現場での地域貢献（水路清掃）の写真

円山川清掃活動（ゴミ拾い）参加の写真
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